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１３．講習活動および実用化活動 

 

 

１３．１ 広報部会の活動目的 

 

１３．１．１ 活動目的と公開レベル 

広報部会は、道路管理技術委員会の活動成果を道路管理者に周知させ、その成果の活用を図る

という目的から、平成１９年９月に部会名を「活動成果実用化部会」から「広報部会」に変更し

発足した。 

広報にあたっては、当委員会成果の公開レベルを設定し、当面は、公開レベル１を目標に活動

を行うこととしている。 

表１３－１ 公開レベル 

公開レベル 公 開 対 象 者 

レベル０ 道路管理技術委員会メンバー（委員＆専門技術者） 

レベル１ レベル０＋道路管理者関係（本局、建設部、寒地土研） 

レベル２ レベル０＋道路管理者関係（本局、建設部、寒地土研、北海道、札幌市、NEXCO 等）

レベル３ レベル２＋大学、コンサル（ほぼ一般公開） 

 

１３．１．２ 委員会活動テーマ履歴 

平成１０年度から各部会でテーマを設定し、これまで２３のテーマについて活動してきた。 

 

表１３－２ 道路管理技術委員会における活動テーマ履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

道路防災マップの作成と運用 第３章 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★

活断層と道路 － ○ ○

急崖斜面斜め空中写真の管理・運用 第４章 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★

集中豪雨と都市道路 － ○ ○

雨量と斜面の不安定化 － ○ ○ ○

道路施設の凍上対策・管理手法 － ○ ○

レーザを用いた地形計測技術に関する調査 － ○ ○

岩盤斜面評価精度向上のための調査手法の検討 第５章 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★ ★

降雨等と土砂災害の関係 第６章 ○ ○ ★ ★

火山 火山噴火と道路被害想定 － ○ ○ ○ ○ ○

橋梁データベースの検討 － ○ ○ ○ ○ ○ ○

橋梁点検に関する技術向上 － ○ ○ ○

長大橋梁等の耐震性能評価に関する検討 第７章 ○ ○ ○ ○

道路構造物工事仕様の変遷 第８章 ○ ○

トンネル維持管理のための調査・検討 － ○ ○ ○ ○ ○ ○

トンネルデータベース － ○ ○ ○

春志内トンネルの冬期事故対策 － ○ ○ ○ ○

道路雪崩災害の実態と対策 第９章 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★

吹雪災害の特徴と課題 第１０章 ○ ○

冬期路面管理データの活用に関する検討 － ○ ○ ○ ○ ○ ○

道路テレメータの活用 第１１章 ○ ○

道路気象情報の高度化 第１２章 ○ ○ ★ ★

広報 講習活動および実用化活動 第１３章 ○ ○ ○ ○ ★ ★

○活動年 ★活動予定

その3報告書 その4報告書
テーマ

その1報告書 その2報告書本報告書
掲載章

部会

地盤

道路
･情報

構造
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１３．２ 活動講習会 

 

１３．２．１ 平成１９年度活動講習会 

 

（１）講習会概要 

道路管理技術委員会の活動概要の周知を図る目的で、初めての取り組みとして活動講習会を平

成１９年度に開催した。講習対象者は、北海道開発局の各建設部本部および道路事務所に所属す

る道路維持関係職員（全職員）とし、表１３－３の日程で全道６箇所において開催した。 

 

表１３－３ 道路管理技術委員会における活動テーマ履歴 

開催場所 対象開建 開催日 参加人数 

網走市 網走 H19/11/01 ２１ 

旭川市 旭川・稚内 H19/11/06 ３０ 

室蘭市 室蘭 H19/11/15 １６ 

帯広市 帯広・釧路 H19/11/20 ２８ 

札幌市 札幌・小樽・留萌 H19/11/22 ２４ 

函館市 函館 H19/11/27 ２０ 

合計   １３９ 

 

（２）講習会内容 

１回の講習会の所要時間は、１時間１５分程度とし、各部会でのテーマの概要についてパワー

ポイントを用いて説明した。 

講習プログラムと所要時間は、概ね次のとおりである。 

 

①概説 ·································································5 分 

・道路管理技術委員会について（設置経緯、活動目的・趣旨） 

②地盤部会活動 ························································20 分 

・道路防災マップの作成と運用 

・急崖斜面の斜め空中写真の管理と運用 

・火山噴火による道路被害範囲の検討 

・地上型レーザを用いた地形計測に関する調査・検討 

・岩盤斜面評価精度向上のための調査手法の検討 

③構造部会活動 ························································15 分 

・長大橋梁等の耐震性能評価に関する検討 

・橋梁点検に関する技術向上 

・トンネル維持管理のための調査・検討 

④道路・情報部会活動 ··················································15 分 

・冬期路面管理データの活用に関する検討 

・北海道の道路雪崩と雪崩管理 

⑤広報部会活動 ························································10 分 

・道路管理技術委員会 HP へのアクセス方法について 

⑥ほか質疑等 ··························································10 分 
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写真１３－１ 平成１９年度活動講習会の実施風景 

 

（３）アンケート結果 

講習会参加者に対して、講習内容の「理解のしやすさ」と「現場への活用可能性」に関する簡

単なアンケートを行った。 

その結果、講習内容の理解のしやすさについては、各講習セクションとも「よく理解できた」

が２～３割、「ある程度理解できた」が６～７割で、合わせると９割以上が「理解できた」と回答

している。 

また、現場への活用可能性については、各講習セクションとも「役立つ内容が多い」が約３割、

「一部は役に立つ」が５割強で、合わせると８割以上が「役に立つ」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３－１ 講習内容の理解のしやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３－２ 講習内容の現場への活用可能性 
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フリーアンサーの意見・要望としては、各テーマの説明が短かったため、もう少し時間をかけ

て説明して欲しいという要望のほか、テーマを絞った内容にしてはどうかという要望もあった。 

一方で、現場でどのように活用するべきか解らないという意見もあり、現場への活用方法につ

いて今後検討が必要と考えられる。 

 

■フリーアンサーでの意見・要望 

• もう少し時間をかけて説明して欲しい 

• 毎年、講習会を実施して欲しい 

• 現場でのホームページ閲覧を早期に実現して欲しい 

• テーマを絞った講習会にしてはどうか 

• より多くの職員が受講するべき 

• ＰＲしづらい内容もあるが活動について広く広報すべき 

• ビデオなどを作製し回覧する方法もあるのでは 

• 現場でどのように活用するべきか解らない 

 

 

１３．２．２ 平成２１年度活動講習会 

 

（１）講習会概要 

平成１９年度に引き続き道路管理技術委員会の活動概要の周知を図る目的で、活動講習会を開

催した。講習対象者は、国土交通省北海道開発局の各建設部本部に所属する道路維持関係の専門

官・係長クラス約２０名とし、平成２２年３月３日に札幌市内で開催した。 

 

日 時：平成２２年３月３日（水） １４：００～１５：０５ 

場 所：北海道開発局 職員研修室（札幌市東区北６条東１２丁目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１３－２ 平成２１年度活動講習会の実施風景 
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（２）講習会内容 

今回の講習会では、平成１９年度のアンケート結果を踏まえ、時間は前回とほぼ同じ１時間５

分程度としてテーマを絞り込むと共に、現場で活用しやすいテーマを選定した。 

講習プログラムと所要時間は、概ね次のとおりである。 

 

①委員会活動の概要 ····················································20 分 

②地盤部会活動 ························································20 分 

・道路防災マップの作成と運用 

・急崖斜面の斜め空中写真の管理と運用 

③道路・情報部会活動 ··················································20 分 

・道路雪崩災害の実態と対策 

④ほか質疑等 ···························································5 分 

 

（３）アンケート結果 

平成１９年度と同様に行ったアンケート結果では、講習内容の理解のしやすさについては、各

講習テーマとも「よく理解できた」が４～５割、「ある程度理解できた」が５～６割で、合わせる

とほぼ全員が「理解できた」と回答している。 

また、現場への活用可能性については、各講習セクションとも「役立つ内容が多い」が３～４

割、「一部は役に立つ」が５～６割で、合わせると９割が「役に立つ」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３－３ 講習内容の理解のしやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

図１３－４ 講習内容の現場への活用可能性 

 

また、フリーアンサーでの意見・要望としては、「委員会のホームページを知らなかったので、

今度システムを使ってみたい」、「ホームページをもっと広報した方が良い」などの意見があった。 
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１３．３ 委員会ホームページの閲覧環境整備 

 

平成１９年度に実施した活動講習会参加者へのアンケートで要望のあった、当委員会ホームペ

ージの北海道開発局道路関係職員への公開に向けた環境整備を行った。 

札幌開発建設部内に委員会ホームページ用のサーバを平成２０年１０月に設置し、平成２１年

度末現在、北海道開発局内のイントラネットで各職員端末から当委員会ホームページの内容が全

て閲覧可能となっている。 

ホームページでは、当委員会の活動成果報告書（ＰＤＦ版）のほか、「道路防災マップシステム」

や「急崖斜面空中写真検索システム」の閲覧が可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３－５ 北海道開発局イントラネット初期画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３－６ 道路管理技術委員会ホームページトップページ 

 

道路管理技術委員会 



13-7 

１３．４ 委員会活動成果公表のルール作り 

 

今後、当委員会の活動成果を公表していく上で、委員や専門技術者が、口頭発表論文や学協会

への投稿論文、技術報告等の形で公表物を作成することが考えられるが、現在の『委員会設置要

領』等には、公表物の著作権について記載がされていない。 

そのため、広報部会で成果公表のルールについて議論を行い、以下のルールを設定した。（平成

１９年度の広報部会において設定） 

 

■道路管理技術委員会での活動成果の公表に関する原則ルール 

• 成果の著作権は、他の一般的な著作物と同様、著作者個人（または複数）が

所有する。 

• ただし、必要に応じて公表物の冒頭、または末尾に、道路管理技術委員会の

活動に関連した成果、または一部であることなどを記述することとする。 

 

 

１３．５ 活動テーマ概要の作成 

 

本委員会での活動について周知を図ることを目的として、これまでの活動テーマに関する概要

資料を作成した。作成対象は、「道路管理技術委員会活動報告書（その３）平成１６～１８年」に

掲載されている次の１０テーマとし、１テーマＡ４版２頁程度を目安とした。 

次頁以降にテーマ別概要を掲載する。 

 

■活動テーマ概要集掲載テーマ 

１．道路防災マップ 

２．急崖斜面斜め写真管理・運用 

３．レーザを用いた地形計測技術に関する調査 

４．岩盤斜面評価精度向上のための調査手法の検討 

５．火山噴火と道路被害想定 

６．橋梁点検に関する技術向上 

７．長大橋の耐震性能評価の検討 

８．トンネル維持管理のための調査・検討 

９．道路雪崩災害の実態と対策 

１０．冬期路面管理データの活用に関する検討 
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